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数学Ⅲは役に立つのかな ?
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次の問題は数学 Ⅱの問題です.いわゆる 3次方程式の解の個数に関する問題で,こ のタイプの問題は定

数を分離してグラフで考えるのが基本なのですが,数学 Ⅱでは分数関数のグラフは習っていなかったので,

極大値と極小値の符号を考えるという非常にメンドウな解答をしました

さて,数学 Ⅲ を用いれば分数関数のグラフは簡単に (?)書 けるので定数を分離して解けそうです

この問題を数学 Ⅱの手法と数学 Ⅲ の手法で解き比べてみましょう どっちに軍配が挙がるかな ?

171題 1 方程式″3_3α″+α =0が異なる3個の実数解をもつとき,定数αの値の範囲を求めよ

0数 学Ⅱ的解答
/(″)=″3_3α″+α とおくと,′ (″)=3″2_3α =3(″2_α )

(i)α ≦0の とき

/′ (″)≧ 0なので,υ =/(“ )のグラフは単調増加である.

よって,υ =/(″ )のグラフは″軸とただ1回だけ交わるから,

(ii)α >0の とき

/′ (″)=3(″2_α )=3(″ 十√⊃(″―v7)

よって増減表は以下のようになる

″ ―Vτ π

υ
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0 + ｎ
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υ ＼ 極大 / 極 小 ＼

/(―v7)=―αマ5+3α vτ +α =α +2α vワ

/OZ)=αv7-3α vτ tt α=α -2α vτ
増減表よりこのとき/(″ )は極値をもつので,実

数解の個数はグラフより以下のように分類される

⇔  1-4α >0  0<

⇔   1-4α =O    α=

⇔  1-4α <O  α>

プ(一√⊃/(V7)=(α +2α v7)(α -2αv7)=α
2_4α3=α2(1_4α ) よって,

/(一√⊃/(v7)>0

/(一√⊃/(v7)=0

/(― v7)/(v7)<0

α2(1_4α)>0

α2(1_4α)=0

α2(1_4α )<0
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(i)(ii)よ り,/(r)=0の実数解の個数は,

α<:の とき1イ固,     α=:のとき2個 ,
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α>:の とき3個 ,

実数解 1個 実数解 2個 実数解 3個
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極大値と極小値が同符号 極大値と極小値のどちらかが 0 極大値と極小値が異符号

ノ(―v7)ノ(v7)>0 /(― V7)ノ(V7)=0 /(―v7)/(vZ)<0
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/(″)=0の実数解の個数は1個である `フ
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0数 学Ⅲ的解答
″3_3α″―卜α=0よ り,(3″ -1)α =″3 ″=:の とき, 式は成立しないので, ″キ : よって,
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したがって,3次方程式が -3α″+α =0の解は,2つのグラフy=α とυ=]ザ豊Tの交点の″座標
である_
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1個

2イ回

3イ固

y= ″
3Tの
増減表は以下の通り

り,y=α との交点の個数を数え
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蒻 割り算を実行するとυ=:ザ牲可=:ノ +:″十井十,7扇卜rDなので,このグラフは漸近線

ではなく漸近曲線υ=:″2+:″+夕 をもっています つま
に近づくのです グラフを見ると確かにそんな感じがしますね

り,2次関数のグラフυ=:ノ 十:″十分
直線ではなく曲線に近づくとは !
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① 数狐
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2つの① を比べてどうでしょうた 僕としては 数学Ⅲ的解答 の方がスッキリとして明解だと

思います.分数関数のグラフを書くのがちよっとメンドウかもしれませんが, 数学 Ⅱ的解答 の計

算に比べればはるかに楽です 数学 Ⅲ が不要な人も,分数関数の書き方はマスターしておいた方が良

さそうですね でも,
で理解しておきましょ

数学 Ⅱ的解答

つ

の極値の符号を考えるという手法も重要なので,こ れはこれ

例 題 2.次の方程式の実数解の個数を調べよ

(1)″3_αα+2α =0
(2)2″ -1=α ο″

(2)は完全に数学 Ⅱ の範囲を超えるので ,

フ利用しかなすすべがありません

グラ
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考え方 (1)は 数学 Ⅱ的解答 でも解けます

①  (1)(″ キ 2を確認 した上で)α =
″-2

とし,υ =デビちのグラフを考える
(2)α =(22-1)ο″とし,y=(2″ -1)ar

が,や っばり分数関数のグラフに持ち込むべき のグラフを考える (以下,略 )


